
４．市 立 函 館 病 院 高 等 看 護 学 院

　(１)　沿　　　革 

1948 (昭和 23 年) 保健婦・助産婦・看護婦法が発布され，甲種看護婦養成を計画

1950 ( 〃 25 年) 看護婦教育制度改革に伴って甲種看護婦養成所として発足

定員２０名　函館市会所町６９番地に新校舎建築

1951 ( 〃 26 年) 高等看護婦学校と改称

1954 ( 〃 29 年) 高等看護学院と改称

1956 ( 〃 31 年) 高等看護学院に准看護婦養成所を併設

1973 ( 〃 48 年) 定員４０名に増員　

函館市弥生町１番１８号に新校舎建築

1977 ( 〃 52 年) 男子学生にも開放

1994 (平成 6 年) 准看護婦養成所を廃止，定員７０名に増員

1996 ( 〃 8 年) 専修学校認可

2000 ( 〃 12 年) 函館市港町１丁目に新築・移転

変遷の時期 変  遷  の  内  容

市立函館病院は万延元年（1860年）箱館医学所として創設。

として発展。現在の教育体制は看護師の教育制度改革に伴って変遷している。

看護婦の養成は明治２２年１１月の看護婦講習会を嚆矢とし,その後,函館病院看護婦講習所

－53－



 

 －54－ 

（２）教育方針 

 「教育理念」 

 学生は青年期の発達課題を達成しつつ、看護の学習に取り組んでいる存在であることを

念頭に置き、看護の学習を行うことで、発達課題をより良く達成できるよう働きかけ援助

を行う。 

 また、看護は生命の尊厳と個々の人格の尊重を基盤として成立していることを認識し、

他者理解を深め人間に対する普遍的価値観に基づいた理解ができる能力を養う。 

 

 「教育の目的」 

 本学院は法令の定めるところの、保健医療チームの一員（看護の領域）として、将来社

会に貢献できる有能な職業人、即ち看護の理念をふまえた実践活動が可能な看護師の育成

を目的としている。 

 

 「教育目標」 

１）看護の価値を見いだし、看護者として自己成長できる基礎を身につけることがで

きる能力を養う。 

２）看護の対象である人間を理解するために、人間を統合的にとらえ、固有な価値と

尊厳を持った存在として尊重できる能力を養う。 

３）あらゆる健康の水準にある対象に対し、基礎的知識・技術・態度を統合して安全

・安楽な看護を実践できる能力を養う。 

４）専門職として社会の変化に対応するために、看護の本質を探究し、自らの課題を

見いだし、主体的に取り組む姿勢を養う。 

５）健康・医療・福祉の種々な職種とチームを組み、その中で看護の役割を果たし、

チームの一員として協調しうる能力を養う。 











（４）授業科目
指定単位数 授業科目 履修単位数 時間数

生物学 1 30

情報科学 1 30

物理学 1 30

保健体育Ⅰ 1 30

保健体育Ⅱ 1 30

科学的思考の基礎 外国語(英語)Ⅰ 1 30

人間と人間生活の理解 外国語(英語)Ⅱ 1 30

外国語(英語)Ⅲ 1 30

心理学 1 30

哲学 1 30

教育学 1 30

人間関係論 1 30

社会学 1 30

小計 13 13 390

生化学 1 30

栄養学 1 30

微生物学 1 30

解剖生理学 1 30

薬理学 1 30

病理学 1 30

人体の構造と機能 病態生理学Ⅰ 1 30

疾病の成り立ちと回復の促進 病態生理学Ⅱ 1 30

病態生理学Ⅲ 1 30

病態生理学Ⅳ 1 30

病態生理学Ⅴ 1 30

病態生理学Ⅵ 1 30

徴候と症状の統合 1 30

治療論Ⅰ 1 30

治療論Ⅱ 1 15

公衆衛生学 2 30

社会福祉 2 30

関係法規 1 15

保健医療論 1 15

小計 21 21 525

基礎看護学概論Ⅰ 1 15

基礎看護学概論Ⅱ 1 30

基礎看護技術Ⅰ 1 30

基礎看護技術Ⅱ 1 30

基礎看護技術Ⅲ 1 30

基礎看護技術Ⅳ 1 30

基礎看護技術Ⅴ 1 30

基礎看護技術Ⅵ 1 30

臨床看護総論Ⅰ 1 30

臨床看護総論Ⅱ 1 30

臨地実習 3

基礎看護学 3 基礎看護学実習 3 135

小計 13 13 420

基礎看護学 10

教育内容
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指定単位数 授業科目 履修単位数 時間数

成人看護学概論 1 30

成人臨床看護Ⅰ 1 30

成人臨床看護Ⅱ 1 30

成人臨床看護Ⅲ 1 30

成人臨床看護Ⅳ 1 30

成人臨床看護Ⅴ 1 30

老年看護学概論 1 30

老年臨床看護Ⅰ 1 30

老年臨床看護Ⅱ 1 30

老年臨床看護Ⅲ 1 15

小児看護学概論 1 30

小児臨床看護Ⅰ 1 30

小児臨床看護Ⅱ 1 30

小児臨床看護Ⅲ 1 15

母性看護学概論 1 30

母性臨床看護Ⅰ 1 30

母性臨床看護Ⅱ 1 30

母性臨床看護Ⅲ 1 30

精神看護学概論Ⅰ 1 30

精神看護学概論Ⅱ 1 15

精神臨床看護Ⅰ 1 30

精神臨床看護Ⅱ 1 30

臨地実習 16

成人看護学実習Ⅰ 2 90

成人看護学実習Ⅱ 2 90

成人看護学実習Ⅲ 2 90

老年看護学実習Ⅰ 2 90

老年者復学実習Ⅱ 2 90

小児看護学 2 小児看護学実習 2 90

母性看護学 2 母性看復学実習 2 90

精神看護学 2 精神看護学実習 2 90

小計 38 38 1,335

在宅看護概論 1 30

在宅看護方法Ⅰ 1 30

在宅看護方法Ⅱ 1 30

在宅看護方法Ⅲ 1 15

看護管理 1 15

看護研究Ⅰ 1 15

看護研究Ⅱ 1 30

医療安全 1 30

看護実践の統合 1 30

国際･災害看護 1 15

臨地実習 4

在宅看護論 2 在宅看護論実習 2 90

看護の統合と実践 2 統合実習 2 90

小計 12 14 420

97 99 3,090

教育内容

6

看護の統合と実践 4

4

4

4

4

老年看護学

小児看護学

母性看護学

精神看護学

在宅看護論 4

成人看護学 6

老年看護学 4
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（５）職員数

（平成28年3月31日現在）

人　　数
職員 嘱託 臨時

臨地実習指導者

（６）学生数（括弧内は男子学生数（内数））

学年 平成27年度 平成26年度 平成25年度 平成24年度 平成23年度

（７）函館市修学資金の受給状況

学年 平成27年度 平成26年度 平成25年度 平成24年度 平成23年度

助産師

※平成21年度より函館市修学資金は１万円/月から５万円/月に変更

※平成26年度より助産師修学資金15万円/月の貸付を開始

（８）卒業生数（括弧内は休学経験者（内数））

学年 平成27年度 平成26年度 平成25年度 平成24年度 平成23年度

（９）看護師国家試験状況（過去５年の状況）

看護師国家試験（回） 実施年 合格率（受験者数） 本学院合格率（受験者数）

第１０５回

第１０４回

第１０３回

第１０２回 平成25年2月 100％（67人）

第１０１回 90.1％（53,702人） 100％（65人）

15

平成28年2月

2 3

70(1)卒業生数 74

89.8％（58,891人）

80(8)

29

18

11 23

３ 年 36

70(6)

１ 年 16

２ 年 23

19

14 18

35 26

68(6)

70(8)

66(7)

71(6)２ 年

74(6)

70(6)

３ 年 70(8)

76(6)

118(31)

1

10

1

1

130

事 務 職 員

非 常 勤 教 員

教 務 課 長

専 任 教 員

72(9) 70(8)

34

16

備　　　　　　考

１ 年

職　　　種

学 院 長

副 学 院 長

実習指導教員

1

授業科目によって市立函館病院医師・看護師・関係
職員および学外講師（大学・短期大学・専門学校職
員）が担当

総括責任者は市立函館病院看護局長，看護局長の任
命を受けた臨地実習指導者および師長（括弧内は研
修終了者）

1

平成24年2月

88.8％（56,530人）

100％（69人）平成26年2月

1

75(6)

71(9)

69(8)

平成27年2月 90.0％（60,941人） 100％（70人）

69(1) 67(1) 65(1)

89.4％（62,154人） 98.6％（74人）
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（１０）年間行事 

平成２７年 ４月 ３日     始業 

平成２７年 ４月 ８日     入学式 

平成２７年 ４月２７日     避難訓練 

平成２７年 ５月 ８日     新入生研修（１年） 

平成２７年 ５月１３～１５日  研修旅行（３年） 

平成２７年 ７月１６日     スポーツ大会（学年交流会） 

平成２７年 ７月１７日     学院祭 

平成２７年 ７月２１日     夏期休暇 

         ～ ８月１４日    

平成２７年１０月２３日     戴帽式 

平成２７年１２月２１日     冬期休暇 

         ～ １月１１日 

平成２８年 １月２３日     第一次入学試験 

平成２８年 １月２９日     第二次入学試験 

平成２８年 ２月１４日     看護師国家試験 

平成２８年 ３月 ４日     卒業式 

平成２８年 ３月２２日     春期休暇 

         ～ ４月３日 



 

 －63－ 

（１１）就職等進路 

①就職状況（平成 28年 3月末日の状況） 

市立函館病院（28名） 

函館中央病院（8名） 

函館渡辺病院（2名） 

函館共愛会病院（1名） 

函館五稜郭病院（1名） 

国立八雲病院（1名） 

新札幌脳神経外科病院（1 名） 

ＮＴＴ東日本札幌病院（1 名） 

札幌手稲渓仁会病院（2 名） 

北海道循環器病院（1 名） 

札幌北楡病院（1 名） 

恵の野病院（1 名） 

札幌山の手病院（1 名） 

時計台記念病院（1 名） 

仙台市立病院（1 名） 

亀田総合病院（2名） 

川崎市立病院（2名） 

川崎市宮川病院（2名） 

東邦大学医学部附属大森病院（2名） 

東邦大学医学部附属大橋病院（2名） 

日本鋼管病院（2名） 

戸田中央総合病院（1名） 

順天堂大学病院（1名） 

 

②進学状況（平成 28年 3月末日の状況） 

北海道教育大学函館校特別別科（養護教諭）（1名） 

スズキ病院附属助産学校（5名） 

札幌市立大学（編入学）（2名） 

  沖縄名桜大学（編入学）（1 名） 


